
農
地
の
分
散
が
生
産
費
及
び

労
働
費
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
考
察

的
集
積
の

　
農
業
の
体
質
強
化
を
図
る
た
め
に
は
、
担

い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を
加
速
化
し
て

い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
認
定
農
業
者
等
の
担
い
手

が
経
営
す
る
農
地
面
積
に
つ
い
て
は
、
年
々

増
加
傾
向
に
は
あ
る
も
の
の
、
全
耕
地
面
積

に
占
め
る
割
合
は
約
４
割
に
止
ま
っ
て
い
る
。

　
平
成
1
6
年
度
に
農
林
水
産
省
が
行
っ
た
「
担

い
手
の
農
地
利
用
集
積
に
関
す
る
実
態
調
査
」

に
よ
れ
ば
、
農
地
の
利
用
集
積
が
進
ま
な
い

要
因
と
し
て
は
、
ま
ず
「
農
業
所
得
が
不
十
分
」

（
6
1
％
）
や
「
農
産
物
価
格
が
不
安
定
」
（
4
8
％
）

等
の
農
業
情
勢
に
か
か
る
要
因
が
掲
げ
ら
れ

て
お
り
、
次
い
で
「
農
地
が
分
散
し
て
い
る
」

（
3
8
％
）
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
第
１
図
）
。

ま
た
、
「
農
地
の
資
産
保
有
意
識
が
高
い
」

（
3
6
％
）
、
「
兼
業
農
家
が
農
地
を
手
放
さ
な
い
」

（
3
1
％
）
及
び
「
不
在
村
地
主
が
増
加
」
（
2
3
％
）

は
、
い
ず
れ
も
農
地
の
面
的
集
積
を
妨
げ
る

要
因
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
農
地
の
面

農
林
水
産
省
大
臣
宣
房
企
画
評
価
課

農
林
水
産
省
統
計
部
経
営
・
構
造
統
計
課

的
集
積
が
困
難
な
こ
と
が
担
い
手
の
規
模
拡

大
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え

る
。
　
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
農
地
政
策
改
革
で
も
、
農
地
の
面
的

集
積
の
推
進
が
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
2
0
0
7
年
４
月
に
政
府
の
食
料
・
農

業
・
農
村
政
策
推
進
本
部
に
お
い
て
も
、
「
地

域
の
一
定
の
組
織
（
面
的
集
積
を
促
進
す
る

機
能
を
持
つ
組
織
）
が
農
地
の
利
用
を
一
旦

プ
ー
ル
し
、
そ
れ
を
面
的
に
ま
と
ま
っ
た
形

で
担
い
手
へ
再
配
分
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、

　
（
中
略
）
平
成
2
7
年
に
お
い
て
効
率
的
か
つ

安
定
的
な
農
業
経
営
が
経
営
す
る
農
地
面
積

の
７
割
程
度
を
面
的
に
集
積
す
る
こ
と
を
目

指
す
」
（
農
林
水
産
省
・
2
0
0
7
）
こ
と
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
面
的
集
積
と
は
ど
の
よ
う
な
状

態
を
指
し
、
面
的
集
積
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

な
効
果
が
上
が
る
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

に
さ
れ
て
い
な
い
け
。

杉
中
橋
本

　　　　　　　　　　その他

　　　　出し手が相手を選ぶ

　　　農地の出し手が少ない

　　　　　不在村地主が増加

　　基盤整備ができていない

兼業農家が農地を手放さない

　農地の資産保有意識が高い

　　集落内に担い手がいない

　　　　農地が分散している

　　　農産物の価格が不安定

　　　　　農業所得が不十分

淳
博
徳

　　　　　　　　　第1図　担い手への農地利用集積が進まない理由

　　　　　　　　　資料：農林水産省構造改善課［平成1眸度担い手の農地利用集積に関する実態調査］
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策
報
政
情

　
農
地
の

　
分
散
錯
圃
の
問
題

　
農
地
所
有
・
利
用
の
分
散
錯
圃
が
生
産
性

の
向
上
の
重
大
な
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
、
従
前
よ
り
各
種
研
究
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
稲
本
（
1
9
8
7
）
は
、

滋
賀
県
の
藤
井
農
場
及
び
岡
山
県
の
国
定
農

場
の
生
産
費
を
調
査
し
、
５
～
６
ｈ
ま
で
は

1
0
a
当
た
り
生
産
費
は
急
減
す
る
が
、
そ
れ

以
上
に
な
る
と
経
営
規
模
は
コ
ス
ト
低
下
メ

リ
ッ
ト
を
も
た
ら
さ
な
く
な
る
が
、
こ
れ
は

経
営
規
模
拡
大
に
よ
っ
て
生
じ
る
圃
場
の
分

散
が
原
因
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
後
藤

ほ
か
（
1
9
9
5
）
は
、
1
9
9
0
年
の
全

国
農
地
保
有
合
理
化
協
会
調
査
等
を
基
に
、

経
営
規
模
の
拡
大
に
よ
る
団
地
数
の
増
加
が

通
作
距
離
の
増
大
を
招
い
て
い
る
こ
と
等
を

明
ら
か
に
し
、
分
散
錯
圃
が
生
産
性
に
も
た

ら
す
問
題
と
し
て
、
①
圃
場
ま
で
の
通
作
距

離
が
増
大
し
、
移
動
コ
ス
ト
を
増
大
さ
せ
る

こ
と
、
②
小
面
積
の
団
地
・
圃
場
で
の
作
業

と
な
る
た
め
、
圃
場
四
隅
の
刈
り
残
し
な
ど

の
機
械
利
用
面
で
の
ロ
ス
が
大
き
い
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
分
散
錯
圃
が
生
産
・
労

働
コ
ス
ト
の
増
嵩
に
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い

て
統
計
学
的
な
分
析
を
行
っ
た
も
の
は
あ
ま

り
多
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
１
つ
に
は
、
1

9
9
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
「
水
稲

作
付
農
家
の
水
田
の
団
地
数
割
合
」
調
査
以

降
、
団
地
数
に
関
す
る
統
計
調
査
を
全
国
ペ

ー
ス
で
行
っ
た
も
の
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が

上
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
農
地
の
面
的
集
積

は
農
林
水
産
省
が
本
年
開
催
し
て
い
る
「
農

地
政
策
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
な
ど
で
も

垂
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
農
地
の
分
散

錯
圃
が
農
業
生
産
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
て
い
る
の
か
を
統
計
学
的
に
分
析
す
る
こ

と
は
非
常
に
垂
要
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

米
生
産
費
統
計
調
査
を
活

用
し
た
分
析

田
団
地
数
と
生
産
費
・
労
働
費
と
の
関
係

　
に
つ
い
て

　
こ
の
た
め
、
田
の
団
地
数
の
増
加
が
生
産

費
（
全
額
算
入
生
産
費
、
以
下
同
様
）
等
に

有
意
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
分

析
す
る
こ
と
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
平
成

1
6
年
産
米
生
産
費
統
計
調
査
に
お
い
て
、
水

稲
作
付
面
積
の
規
模
別
に
生
産
に
要
し
た
費

用
（
物
村
費
、
労
働
費
）
等
の
調
査
を
行
っ

て
い
る
が
、
当
該
調
査
に
お
い
て
田
の
団
地

数
も
調
査
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
農

林
水
産
省
統
計
部
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
分

析
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
当
該
デ
ー
タ
を
規
模
別
に
分
類
し
た
も
の

が
第
１
‐
表
で
あ
る
。
当
該
表
か
ら
は
、
水
稲

作
付
面
積
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
1
0
a
当
た
り

の
生
産
費
、
労
働
費
と
も
に
減
少
す
る
こ
と
、

大
規
模
経
営
体
ほ
ど
認
定
農
業
者
の
比
率
が

高
い
こ
と
、
大
規
模
な
経
営
体
の
耕
地
ほ
ど

区
画
整
理
さ
れ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

　
更
に
、
当
該
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
労
働
費

ま
た
は
生
産
費
を
従
属
変
数
と
し
、
①
農
地

の
地
理
的
区
分
、
②
認
定
農
業
者
か
ど
う
か
、

③
区
画
整
理
済
み
の
田
が
5
0
％
未
満
か
ど
う

か
、
ま
た
は
8
0
％
以
上
か
ど
う
か
を
そ
れ
ぞ

れ
ダ
ミ
ー
変
数
と
し
た
も
の
及
び
④
田
の
耕

地
面
積
並
び
に
⑤
田
の
団
地
数
を
独
立
変
数

と
し
、
重
回
帰
分
析
を
実
施
し
た
（
第
２
表
）
。

　
そ
の
結
果
か
ら
、
生
産
費
に
つ
い
て
は
、

認
定
農
業
者
で
あ
る
こ
と
、
区
画
整
理
済
み

の
田
が
5
0
％
未
満
、
田
の
耕
地
面
積
、
田
の

団
地
数
が
有
意
な
因
子
で
あ
り
、
認
定
農
業

者
で
あ
る
こ
と
、
区
画
整
理
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
耕
地
面
積
規
模
が
大
き
い
こ
と
等

が
生
産
性
の
向
上
に
影
響
す
る
こ
と
が
窺
え

る
。
ま
た
、
労
働
費
に
つ
い
て
は
、
平
地
農

業
地
域
に
あ
る
こ
と
、
認
定
農
業
者
で
あ
る

こ
と
、
区
画
整
理
済
み
の
田
が
5
0
％
未
満
、

区
画
整
理
済
み
の
田
が
8
0
％
以
上
、
田
の
耕

地
面
積
が
有
意
な
因
子
で
あ
り
、
農
地
の
地

理
的
条
件
、
区
画
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
耕
地
面
積
規
模
が
大
き
い
こ
と
、
認
定

農
業
者
で
あ
る
こ
と
が
労
働
生
産
性
に
影
響

す
る
こ
と
が
窺
え
た
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
労
働

費
に
つ
い
て
は
田
の
団
地
数
は
有
意
な
因
子

で
は
な
く
、
生
産
費
に
つ
い
て
は
有
意
な
因

単位:ａ、円/10a米生産費統計調査の概要第1表　平成16年産

水稲作付

面積規模

区　　分

1戸当たり

労働費 生産費

農業地域類型区分
認　定

農業者

区　分

田のうち区画整理済面積

標本数
田の経
営耕地
　面積

水稲作
付面積
田　の
団地数

都市
的
平地
農業
中間
農業
山間
農業

50％

未満

50～

80％

80％

以上

0.5ha未満

0.5～1.0

1.0～2.0

2.0～3.0

3.0～5.0

5.0～7.0

7.0～10.0

10.0～15.0

15.0ha以上

152

182

190

　82

　65

　52

　34

　33

　23

　　55

　102

　190

　365

　507

　856

1,140

1,714

3,201

　　34.2

　　73.8

　　139.5

　　240.2

　　381.6

　　580.8

　　836.3

1,190.1

2,078.2

1.95

2.63

3.94

4.66

5.30

5.88

5.91

5.22

12.97

70,439

55,184

45,884

38,852

35,415

29,004

29,282

26,871

26,114

204,544

172,748

149,765

131,079

122,571

113,713

110,475

101,829

103,069

３３

４１

２１

１０

　６

　４

　４

　２

　４

　40

　78

101

　40

　40

　35

　23

　18

　17

58

46

54

28

16

11

　3

11

　2

２１

１７

１４

　４

　３

　２

　４

　２

－

3

5

12

19

31

29

27

27

21

46

33

25

　7

　2

　2

　1

一

一

21

20

24

11

11

　6

　1

一

一

　85

129

141

　64

　52

　44

　32

　33

　23

合計または

平　　均
813 159 111.5 2.97 45,408 148,161 125 392 229 67 １７４ １１６ 94 603

資料：農林水産省統計部「平成16年産　米生産費統計調査」
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標本数８1３
第２表　団地数を独立変数とする重回帰モデル

独立変数
従属変数

生産費　　　　　　　　　　　　労働費
(定　数)

都市的地域

平地地域

山間地域

認定農業者区分

区画整理済50％未満

区画整理済８０％以上

田耕地面積

田の団地数

181,921.60(29.45**)　　　63,100.28(23.01**)

　5,855.18(0.99)　　　　　-1,788.39 (-0.68)

　-7,544.90 (-1.67)　　　　-7,988.33(-3.98**)

　8,200.91 (1.11)　　　　　　6,239.99(1.90)

-25,844.77(-4.66**)　　-11,412.81(4.63**)

　18,171.60(2.51**)　　　　11,178.15(3.47**)

　-7,448.44 (-1.27)　　　　　-6,356.30(-2.44*)

　　-17.70(-4.89**)　　　　　-6.67(-4.15**)

-1,635.27(-2.76**)　　　　-388.70(-1.48)

調整済みR2 0.215　　　　　　　　　　　　　0.242

出典:H16　農業経営統計調査米生産統計の組替集計

注1:小数点第３位で四捨五入　　　注3:＊＊は1％、＊は5％で統計的に有意

注2:農林水産省統計部で計算　　　注4:括弧内はｔ値

子
で
は
あ
る
も
の
の
、
符
号
が
マ
イ
ナ
ス
で

あ
り
、
団
地
数
が
増
え
る
ほ
ど
生
産
費
が
低

く
な
る
と
い
う
通
常
想
定
さ
れ
て
い
る
事
態

と
は
逆
の
結
果
が
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
、
団
地
数
と

の
1
0
a
当
た
り
生
産
費
を
、
水
稲
作
付
面
積

規
模
別
に
整
理
し
た
（
第
２
図
）
。
そ
の
結
果

に
よ
れ
ば
水
稲
作
付
面
積
規
模
が
小
さ
い
グ

｜

◆0.5ha未満　・0.5～1.0
　1.0～2.0　　2.0～3.0
▲3.0～5.0　●5.0～7.0

匹し

15.0以上

(千円)

　240

200

160

120

80

団地２　　　団地３　　団地４　　団地５　　　団地６　　団地フ　団地８以上

16年産水稲作付面積規模別団地数と１０ａ当たり全算入生産費

　　　　　資料：農林水産省統計部「平成16年産　米生産費統計調査」

団地1

第２図

ル
ー
プ
ほ
ど
平
均
生
産
費
は
大
き
く
、
団
地

数
も
少
な
い
一
方
、
面
積
規
模
の
増
加
と
と

も
に
団
地
数
も
増
加
し
生
産
費
は
小
さ
く
な

る
た
め
、
あ
た
か
も
団
地
数
が
増
加
す
る
ほ

ど
生
産
費
が
小
さ
く
な
る
よ
う
な
印
象
を
与

え
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
水
稲
作
付
面
積
規
模
別
に
生
産

費
を
見
る
と
、
各
グ
ル
ー
プ
の
線
グ
ラ
フ
は

ほ
と
ん
ど
水
平
で
あ
り
、
団
地
数
が
増
加
し

て
も
生
産
費
の
増
加
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
団
地
数
の
増
加

は
直
ち
に
生
産
費
の
増
大
に
直
結
し
な
い
可

能
性
が
大
き
い
。

倒
団
地
当
た
り
耕
地
面
積
と
生
産
費
・
労

　
働
費
と
の
関
係

　
団
地
数
の
多
寡
自
体
は
、
農
業
生
産
性
と

整
合
性
が
と
れ
る
有
意
な
関
係
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
団
地
数
よ
り
も
む
し
ろ
、

団
地
当
た
り
の
面
積
が
小
さ
い
こ
と
が
、
機

械
の
利
用
効
率
等
の
悪
化
を
招
き
、
コ
ス
ト

を
増
加
さ
せ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の

場
合
、
分
散
錯
圃
の
問
題
は
、
団
地
当
た
り

の
面
積
が
一
定
程
度
あ
る
こ
と
に
関
係
し
、

逆
に
言
え
ば
団
地
当
た
り
の
面
積
が
一
定
程

度
あ
れ
ば
、
団
地
数
が
多
く
て
も
生
産
性
に

影
響
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
次
ペ
ー
ジ
第
３

表
に
示
す
団
地
数
に
変
え
、
１
団
地
当
た
り

田
耕
地
面
積
を
独
立
変
数
に
し
て
重
回
帰
分

析
を
実
施
し
た
。
具
体
的
に
は
、
従
属
変
数

を
、
生
産
費
ま
た
は
労
働
費
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
、
①
農
地
の
地
域
類
型
区
分
、
②
当
該
農

地
の
利
用
者
が
認
定
農
業
者
か
ど
う
か
、
③

所
有
田
面
積
に
占
め
る
区
画
整
理
済
み
面
積

の
割
合
（
5
0
％
未
満
ま
た
は
8
0
％
以
上
）
、
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

１
団
地
当
た
り
の
田
耕
地
面
積
り
を
独
立
変

数
と
し
た
モ
デ
ル
を
つ
く
っ
た
。
な
お
、
１

団
地
当
た
り
面
積
の
増
加
に
よ
る
生
産
性
の

向
上
に
は
限
度
が
あ
り
、
１
団
地
当
た
り
田

面
積
の
増
加
に
よ
る
生
産
費
・
労
働
費
の
削

減
効
果
は
逓
減
的
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
１
団
地
当
た
り
面
積
に
つ
い

て
は
、
通
常
値
と
対
数
値
を
と
る
場
合
の
双

方
を
モ
デ
ル
化
し
た
。

　
大
き
く
そ
の
結
果
か
ら
、
1
0
a
当
た
り
生

産
費
、
労
働
費
と
も
に
１
団
地
当
た
り
田
耕

地
面
積
が
有
意
な
因
子
と
な
っ
て
お
り
、
１

団
地
当
た
り
田
耕
地
面
積
が
大
き
い
ほ
ど
生

産
費
、
労
働
費
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
生
産
費
・
労
働

費
が
小
さ
く
な
る
要
素
に
は
、
経
営
規
模
な

ど
の
様
々
な
要
素
が
関
係
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
、
１
団
地
当
た
り
田
耕
地
面
積
が

大
き
い
こ
と
が
、
生
産
費
、
労
働
費
が
小
さ

く
な
る
こ
と
に
直
接
影
響
す
る
と
断
定
す
る

に
は
更
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
他
に
も
利
用
者
が
認
定
農
業
者
で

あ
る
場
合
や
区
画
整
理
の
割
合
が
高
い
場
合

に
は
、
有
意
に
生
産
費
、
労
働
費
が
小
さ
く

な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
１
団
地
当
た
り
面
積
が
ど
の

程
度
に
な
る
ま
で
、
生
産
性
は
向
上
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

　
一
般
的
に
は
、
機
械
が
最
も
効
率
的
に
利

用
で
き
る
広
さ
ま
で
、
単
位
面
積
当
た
り
の

生
産
費
は
減
少
し
続
け
、
そ
れ
を
超
え
る
と

追
加
の
資
本
装
備
等
で
却
っ
て
生
産
費
は
上

昇
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　
そ
の
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
、
１
団
地
当

た
り
水
稲
作
付
面
積
規
模
別
1
0
a
当
た
り
生

産
費
の
関
係
（
次
ペ
ー
ジ
第
３
図
参
照
）
、
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及
び
、
よ
り
直
接
的
に
生
産
性
を
表
す
1
0
a

当
た
り
労
働
時
間
と
の
関
係
を
示
し
た
（
第
４

図
）
。

　
更
に
、
田
の
う
ち
「
区
画
整
理
済
み
面
積

第３表　団地当たり田耕地面積を独立変数とする重回帰モデル

標本数８1３

独立変数
従属変数：生産費

モデル1　　　　　　　　　　モデル2

(定数)

都市的地域

平地地域

山間地域

認定農業者区分

区画整理済５０％未満

区画整理済８０％以上

団地当たり田耕地面積

団地当たり田耕地面積(対数)

176,894.62(29.38*＊)　249,963.50(24.92**)

　3,070.90(0.51)　　　　-327.03(0.06)

　-9,954.66(-2.17**)　　-7,787.23 (-1.76)

　8,468.07 (-1.12)　　　　7,814.81(1.08)

-38,004.60(-7.42**)　-22,577.88(-4.32**)

　18,331.81(2.55**)　　14,057.79(1.97*)

　-7,850.84 (-1.31)　　　-4,060.12(-0.70)

　　-37.24(-3.94**〉　　　　　－

　　　　－　　　　　　-19,946.74 (-8.97**)

調整済みR2 0.184　　　　　　　　　　　0.243

が
8
0
％
以
上
か
つ
区
画
当
た
り
の
圃
場
面
積

が
3
0
a
以
上
の
も
の
の
面
積
割
合
が
過
半
以

上
」
と
、
「
同
8
0
％
未
満
ま
た
は
3
0
a
未
満

の
面
積
の
割
合
が
お
お
む
ね
過
半
未
満
」
の

団
地
面
積
規
模
別
の
生
産
費
及
び
労
働
時
間

も
併
せ
て
示
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
区
画
整
理
済
み
が
8
0
％
以
上

等
の
場
合
は
、
団
地
面
積
１
・
５
に
皿
以
上
で

独立変数
従属変数：労働費

モデル3　　　　　　　　　　モデル４

(定数)

都市的地域

平地地域

山間地域

認定展業者区分

区画整理済50％未満

区画整理済80％以上

団地当たり田耕地面積

団地当たり田耕地面積(対数)

　61,917.19(23.41**)　92,757.14(21.01**)

　-2,663.37 (-1.00)　　　-3,817.82 (-1.49)

　-8,702.85(-4.31**)　-7,728.58(-3.97**)

　6,328.34(1.91)　　　　6,049.38(1.90)

-15,408.01(-6.85**)　-8,592.42(-3.73**)

　11,403.98(3.51**)　　　9,417.34(3.00*＊)

　-6,522.00 (-2.48*)　　-4,833.76 (-1.90)

　　-14.30(-3.44**)　　　　　－

　　　　－　　　　　　　-8,415.31(-8.60**)

調整済みR2 0.228　　　　　　　　　　　0.282

注1:農林水産省統計部で計算　　注2:小数点第3位で四捨五入
注3:＊＊は1％、＊は5％で統計的に有意　　注4:括弧内はｔ値

　200

(千円)

170

140

　0.2ha未満　　0.2～0.5　　　0.5～1.0　　　1.0～1.5　　1.5ha以上

第３図　16年産　１団地当たり水稲作付面積規模別１０ａ当たり生産費

　　　　　　　資料：農林水産省統計部「平成16年産　米生産費統計調査」

１１０

も
生
産
費
、
労
働
時
間
と
も
に
減
少
を
続
け

て
い
る
が
、
同
8
0
％
未
満
の
場
合
は
、
ｌ
ｈ

程
度
で
減
少
速
度
が
鈍
く
な
り
、
労
働
時
間

の
場
合
に
は
横
ば
い
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

生
産
性
の
向
上
に
は
、
団
地
面
積
規
模
の
拡

大
と
合
わ
せ
、
基
盤
整
備
等
の
条
件
整
備
が

重
要
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
た
。

　　45

(時間)

35

ま
と
め

25

１５

　0.2～0.5　　　0.5～1.0　　　1.0～1.5　　1.5ha以上

１団地当たり水稲作付面積規模別１０ａ当たり直接労働時間

資料：農林水産省統計部「平成16年産　米生産費統計調査」

0｡2ha未満

第４図　１６年産

　
今
回
の
分
析
結
果
か
ら
、
農
地
の
分
散
が

コ
ス
ト
に
与
え
る
影
響
と
し
て
は
、
団
地
数

そ
の
も
の
よ
り
も
、
団
地
当
た
り
の
農
地
面

積
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
窺
が

え
た
。
こ
れ
は
、
団
地
の
分
散
自
体
は
、
１

日
の
作
業
を
比
較
的
近
接
し
て
い
る
農
地
で

行
う
等
の
調
整
を
行
う
こ
と
で
カ
バ
ー
で
き
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る
が
、
団
地
当
た
り
の
面
積
が
零
細
な
場
合

は
、
機
械
の
利
用
効
率
等
が
直
接
コ
ス
ト
面

に
直
結
す
る
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
般
的
に
、
経
営
規
模
が

大
き
い
ほ
ど
、
Ｉ
団
地
当
た
り
の
田
耕
地
面

積
が
大
き
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
１
団
地

当
た
り
の
面
積
と
生
産
費
・
労
働
費
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
検
証
が
必
要
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
農
地
を
効
率
的
に
利
用
で
き
る
団

地
当
た
り
の
規
模
に
関
し
て
は
、
区
画
整
理

の
有
無
が
大
き
く
関
係
す
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
生
産
性
向
上
の
た
め
に
は

区
画
整
理
済
み
の
農
地
の
利
用
集
積
を
図
る

必
要
が
よ
り
大
き
い
も
の
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
な
お
、
前
述
の
と
お
り
生
産
コ
ス
ト
に
影

響
を
与
え
る
因
子
は
多
数
考
え
ら
れ
る
が
、

今
回
の
分
析
で
は
、
調
査
項
目
で
あ
る
限
ら

れ
た
変
数
で
し
か
分
析
を
行
え
ず
、
回
帰
分

析
で
は
低
い
調
整
済
み
犯
し
か
出
な
か
っ
た
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
、
Ｉ
団
地
当
た
り

田
耕
地
面
積
が
大
き
い
標
本
の
数
が
十
分
で

な
く
区
画
整
理
が
進
ん
だ
地
域
で
の
、
適
正

な
団
地
当
た
り
面
積
を
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

　
農
地
の
面
的
集
積
は
、
生
産
性
向
上
の
た

め
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
こ
の
問
題
を
現

実
的
に
真
剣
に
検
討
す
る
た
め
に
も
、
よ
り

詳
細
な
政
策
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

注
山
農
林
水
産
省
の
「
平
成
1
8
年
度
農
地
の
面
的
集
積

　
　
に
関
す
る
実
態
調
査
」
で
は
、
大
規
模
団
地
を
１

　
　
団
地
２
ｈ
、
小
規
模
団
地
を
１
団
地
3
0
a
未
満
と

　
　
定
義
し
、
調
査
対
象
２
０
２
市
町
村
の
平
均
で
、

　
　
前
者
が
団
地
数
比
率
で
４
・
１
％
、
面
積
比
率
で

　
　
2
6
・
７
％
、
後
者
が
団
地
数
5
3
・
６
％
、
面
積
比

　
　
率
1
8
・
７
％
と
い
う
結
果
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
㈲
耕
地
面
積
と
団
地
当
た
り
平
均
面
積
の
間
に
は
、

　
　
強
い
相
関
が
見
ら
れ
た
た
め
、
多
重
共
線
性
を
避

　
　
け
得
る
た
め
に
、
耕
地
面
積
は
独
立
変
数
か
ら
除

　
　
外
し
た
。
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